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国
労
東
日
本
本
部
第
二
二
回

拡
大
委
員
会
は
、
藤
野
副
委
員

長
の
開
会
挨
拶
・
二
六
名
全
員

の
委
員
・
全
構
成
員
の
出
席
を

確
認
し
、
委
員
会
成
立
の
宣
言

で
幕
を
開
け
た
。
議
長
に
は
梶

田
委
員
（
東
京
・
大
宮
）、
副
議

長
に
は
山
田
委
員
（
東
京
・
新

橋
）
を
選
出
し
議
事
に
入
っ
た
。

東
日
本
本
部
を
代
表
し
て
挨

拶
に
立
っ
た
佐
藤
委
員
長
は
、

冒
頭
、
新
潟
中
越
地
震
で
被
災

ま
ず
第
一
の
課
題
は
「
健
全
か
つ
正
常
な
労

使
関
係
の
確
立
」
に
つ
い
て
で
す
。
情
勢
の
変

化
は
「
劇
的
」
と
言
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

中
央
労
働
委
員
会
の
精
力
的
な
和
解
作
業
に

よ
っ
て
九
月
一
六
日
、
配
属
一
二
事
件
、
年
が

明
け
た
一
月
二
一
日
、
高
崎
配
属
事
件
の
和
解

が
成
立
し
全
事
件
の
解
決
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。「
和
解
」
の
影
響
は
「
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ

職
場
の
縮
小
・
廃
止
」
を
実
現
し
、
一
五
四
名

の
国
労
組
合
員
が
元
職
種
を
中
心
に
復
帰
す
る

事
も
出
来
ま
し
た
。

現
在
、
中
央
労
働
委
員
会
は
配
属
事

件
の
一
括
和
解
を
高
く
評
価
し
、「
昇

進
事
件
を
中
心
に
配
転
・
出
向
事
件
」

の
一
括
和
解
に
よ
る
解
決
作
業
を
推
進

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。「
国
労
と
Ｊ

Ｒ
東
日
本
の
歴
史
的
和
解
」
を
公
式
の

場
で
発
言
す
る
関
係
者
の
熱
意
を
真
っ

正
面
か
ら
受
け
と
め
、
局
面
を
転
換
す

る
決
意
で
す
。

第
二
の
課
題
は「
組
織
拡
大
の
闘
い
」

で
す
。
情
勢
を
背
景
に
大
会
以
降
六
名

の
組
織
拡
大
を
実
現
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
こ
の
流
れ
を
確
実
に
し
て
い

く
努
力
を
今
委
員
会
全
体
で
確
認
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
条
件
は

確
実
に
拡
大
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、「
退
職
強
要
事
件
」

全
体
の
正
当
性
の
印
象
づ
け
に
躍
起
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
騒
げ
ば
騒
ぐ
ほ

ど
関
係
省
庁
に
は
忸
怩
た
る
思
い
が
広

が
り
、
そ
の
批
判
の
矛
先
は
Ｊ
Ｒ
東
日

本
経
営
陣
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｒ
連

合
は
、「
国
労
へ
の
総
攻
撃
」
を
叫
び
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
労
組
（
ユ
ニ
オ
ン
）
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
し
か
し
、
国
労
の
裁
判
闘
争
を
激
し

く
批
判
し
て
き
た
彼
ら
自
身
が
「
配
転
無
効
」

の
裁
判
を
仙
台
地
裁
に
起
こ
し
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会

社
と
の
対
立
関
係
は
決
定
的
と
な
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
労
組
組
合
員
は
言
う
ま
で
も
な
く
Ｊ

Ｒ
東
日
本
労
組
（
ユ
ニ
オ
ン
）
の
組
合
員
に
も

国
労
へ
の
結
集
を
強
く
呼
び
か
け
た
い
と
思
い

ま
す
。

第
三
の
課
題
は
「
春
闘
・
労
働
条
件
改
善
・

国
会
闘
争
」
に
つ
い
て
で
す
。
国
労
は
昨
年
一

０
月
以
降
「
制
度
・
諸
手
当
改
善
」
要
求
を
掲

げ
署
名
運
動
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。
ま
た

貨
物
「
新
し
い
人
事
・
賃
金
制
度
導
入
」
に
反

対
す
る
署
名
に
つ
い
て
も
、
期
待
の
大
き
さ
を

感
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
国
労

東
日
本
本
部
は
こ
れ
ら
の
意
欲
を
今
春
闘
に
生

か
し
要
求
の
実
現
に
全
力
を
上
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

ま
た
一
六
二
通
常
国
会
は
、
重
要
な
政
治
課

題
・
国
民
生
活
に
直
結
す
る
法
案
が
目
白
押
し

で
す
。
特
に
Ｊ
Ｒ
関
係
を
見
る
と
整
備
新
幹
線

三
区
間
の
着
工
と
、
同
時
に
三
区
間
か
ら
延
長

す
る
新
幹
線
建
設
費
を
Ｊ
Ｒ
本
州
三
社

に
負
担
さ
せ
る
こ
と
で
合
意
し
た
と
も

報
じ
て
い
ま
す
。
民
間
企
業
の
将
来
の

収
入
を
想
定
し
た
今
回
の
与
党
関
係
者

の
専
断
は
到
底
納
得
で
ま
せ
ん
。
ま
た

四
月
に
は
与
党
自
民
党
を
中
心
と
す
る

「
憲
法
改
正
草
案
」
が
発
表
さ
れ
る
な

ど
日
本
の
進
路
に
と
っ
て
も
重
要
な
国

会
と
な
り
、
平
和
国
家
日
本
を
守
る
た

め
に
奮
闘
し
ま
す
。

第
四
の
課
題
は
「
不
採
用
事
件
の
早

期
解
決
に
つ
い
て
」
で
す
。
中
央
委
員

会
で
は
、
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
成
果

の
上
に
「
政
治
解
決
に
向
け
た
揺
る
ぎ

な
い
決
意
」
を
組
織
の
内
外
に
改
め
て

表
明
し
ま
し
た
。
同
時
に
国
労
東
日
本

本
部
の
任
務
は
極
め
て
重
要
で
す
。
不

採
用
問
題
発
生
の
過
程
を
省
み
れ
ば
Ｊ

Ｒ
各
社
が
解
決
に
全
く
無
関
係
の
は
ず

が
あ
り
ま
せ
ん
。
国
労
東
日
本
本
部
は

引
き
続
き
解
決
に
必
要
不
可
欠
な
環
境

作
り
に
全
力
を
上
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、「
ニ
ュ
ー
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
二
０
０
八
」
に
つ
い
て
見
解
を
述
べ
た

い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
の
大
会
で
「
ニ
ュ
ー
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
２
１
計
画
に
対
す
る
〔
国
労
の
検
証
と

提
言
〕」
を
ま
と
め
、
組
合
の
立
場
か
ら
「
会
社

づ
く
り
」「
人
づ
く
り
」
を
提
言
し
た
と
こ
ろ
で

す
。国

労
東
日
本
本
部
は
二
０
０
五
年
度
か
ら
始

ま
る
「
新
計
画
」
に
対
し
て
も
同
様
の
見
解
を

持
ち
積
極
的
に
計
画
の
改
善
を
求
め
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。
以
上
、
皆
さ
ん
の
先
頭
に
立

っ
て
奮
闘
い
た
し
ま
す
。

さ
れ
た
組
合
員
・
家
族
に
対

す
る
お
見
舞
い
と
、
義
援
金

の
集
約
に
対
す
る
感
謝
を
し
、

「
五
点
に
わ
た
る
課
題
と
見

解
」（
別
掲
）
を
訴
え
委
員
会

討
論
を
要
請
し
た
。

来
賓
で
は
、
交
運
共
済
関

東
事
業
本
部
・
宮
坂
事
業
本

部
長
よ
り
の
挨
拶
、
国
労
会

館
・
後
藤
専
務
理
事
を
紹
介

し
た
。
続
い
て
、
東
日
本
弁

護
団
報
告
を
順
次
受
け
、
海

渡
弁
護
士
は
「
今
年
の
昇
進

試
験
に
国
労
が
ど
の
様
な
姿

勢
で
望
む
の
か
が
問
わ
れ
る
。

昇
進
差
別
を
是
正
さ
せ
る
と

い
う
こ
と
は
組
織
の
将
来
展

望
、
拡
大
の
う
え
で
も
重
要

で
あ
る
。
本
音
の
議
論
を
お

願
い
し
た
い
」、
ま
た
、
福
田

弁
護
士
は
「
今
回
の
和
解
解

決
の
流
れ
を
国
労
の
将
来
展

望
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
大

切
。
和
解
の
戦
場
は
中
労
委

だ
け
で
は
な
く
最
前
線
は
職

場
で
あ
り
、
職
場
で
ど
う
取

り
組
む
の
か
が
重
要
。
今
回

の
試
験
は
、『
差
別
を
明
ら
か

に
す
る
』
か
ら
『
差
別
を
是
正

さ
せ
る
』
た
め
に
努
力
を
！
」

と
、
強
調
し
訴
え
た
。

そ
の
後
議
事
は
、
国
労
本

部
吉
田
書
記
長
の
挨
拶
、
メ

ッ
セ
ー
ジ
紹
介
、
経
過
及
び

当
面
す
る
闘
争
方
針
（
案
）

の
提
案
、
協
約
・
協
定
の
締

結
承
認
へ
と
進
み
、
一
括
し

て
の
討
論
に
は
い
っ
た
。

討
論
は
、
一
五
名
の
委
員

が
熱
心
な
発
言
を
展
開
、
こ

れ
を
ふ
ま
え
た
伊
藤
書
記
長

の
集
約
（
別
掲
）
を
受
け
全

体
の
拍
手
で
闘
争
方
針
を
満

場
一
致
で
採
択
。「
憲
法
改
悪

阻
止
・
平
和
と
民
主
主
義
を

守
る
特
別
決
議
」
・
「
委
員
会

宣
言
」
を
確
認
し
、
佐
藤
委

員
長
の
力
強
い
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
当
面
す
る
意
思
統
一

を
し
た
。

全
交
運
共
済
東
日
本
事
業
本
部

本
部
長
　
宮
坂
義
久

国
労
会
館
専
務
理
事
　
後
藤
寿

東
日
本
本
部
顧
問
弁
護
士

福
田
護
　
海
渡
雄
一

国
労
本
部
書
記
長
　
吉
田
進

国
労
北
海
道
本
部
・
国
労
西

日
本
本
部
・
国
労
東
海
本
部

二
月
五
日
、
国
労
東
日
本
本
部
は
第
二
二
回
拡
大
委
員
会
を
東
京
・
交
通
ビ

ル
に
て
開
催
し
、
昨
年
九
月
に
開
催
し
た
定
期
大
会
以
降
の
運
動
総
括
か
ら
、

中
央
労
働
委
員
会
の
場
で
の
和
解
の
動
き
な
ど
新
た
な
る
局
面
を
意
思
統
一
し
、

①
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の
早
期
解
決
を
求
め
る
闘
い
②
２
０
０
５
春
闘
③
組
織
強

化
・
拡
大
の
闘
い
、
な
ど
か
ら
な
る
当
面
す
る
闘
争
方
針
を
意
思
統
一
し
た
。
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東
京
（
上
野
支
部
）・
八
郷
委
員

会
社
が
現
場
で
東
労
組
批
判
。
今

ま
で
に
無
か
っ
た
こ
と
だ
。
東
労
組

の
陰
湿
な
職
場
支
配
を
打
ち
壊
し
て

い
こ
う
。
日
頃
の
世
話
や
き
活
動
が

職
場
で
の
信
頼
感
を
生
ん
で
い
る
。

国
労
組
織
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
職

場
は
明
る
い
。

長
野
・
粕
尾
委
員

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン

で
、
県
下
一
五
地
区

労
組
会
議
オ
ル
グ
し

た
。
大
き
く
世
論
形

成
を
行
い
政
治
解
決

に
向
け
集
中
し
て
い

こ
う
。

配
属
事
件
和
解
、
昇
進
事
件
和

解
協
議
進
展
で
公
平
な
取
り
扱
い

を
組
合
員
は
期
待
。
現
場
で
は
仕

事
を
国
労
組
合
員
が
主
導
し
て
い

る
。「
仕
事
総
点
検
運
動
」
に
集
中

を
。

東
京
（
大
井
工
場
支
部
）・
佐
藤
委
員

国
鉄
闘
争
解
決
に
共
闘
の
拡
大
は

不
可
欠
。
ね
ば
り
強
い
説
得
で
建
交

労
と
も
共
同
行
動
を
。

０
五
春
闘
、
制
度
改
善
や
職
環
要

求
で
は
国
労
が
多
数
派
だ
。
目
に
見

え
る
運
動
作
り
が
必
要
。「
成
果
主

義
賃
金
」
の
制
度
矛
盾
周
知
に
指
導

性
発
揮
を
。

昇
進
事
件
和
解
協
議
到
達
点
の
情

報
開
示
は
迅
速
に
。

新
潟
・
石
川
委
員

地
震
カ
ン
パ
に
御
礼
す
る
。

地
方
で
共
闘
は
大
事
な
財
産
。
共

同
戦
線
統
一
し
て
い
く
こ
と
考
慮
し

機
関
の
発
す
る
文
書
は
慎
重
な
文
章

表
現
を
お
願
い
し
た
い
。

一．

Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の
早
期
解

決
を
求
め
る
闘
い
の
取
り
組
み
。

①
Ｉ
Ｌ
Ｏ
第
六
次
勧
告
履
行
を
求

め
て
世
論
喚
起
図
る
。
四
月
に
関
東

国
労
議
員
団
会
議
を
開
催
す
る
。
②

「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の
早
期
解
決
を

求
め
る
二
・
一
六
集
会
」
成
功
に
向

け
体
制
を
確
立
す
る
。
③
Ｉ
Ｌ
Ｏ
勧

告
履
行
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
等
を
通
じ
て
運

動
展
開
図
る
。（
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震

カ
ン
パ
、
一
人
一
０
０
円
を
取
り
組

む
）
④
「
早
期
解
決
」
に
向
け
団
結

の
回
復
は
重
要
。
今
日
ま
で
関
わ
り

の
あ
る
闘
争
団
に
向
け
各
地
本
、
支

部
、
分
会
、
家
族
会
が
国
労
本
部
へ

の
団
結
回
復
・
強
化
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
る
運
動
展
開
す
る
。

二．

２
０
０
５
春
闘
に
つ
い
て
。

二
月
七
日
、
東
日
本
会
社
・
貨
物

会
社
へ
の
要
求
書
を
提
出
。
要
求
獲

得
に
向
け
た
運
動
は
以
下
の
通
り
。

①
二
０
０
五
春
闘
と
結
合
し
た

「
組
織
拡
大
」。
②
会
社
施
策
の
検
証

運
動
「
仕
事
総
点
検
運
動
」
を
取
り

組
む
。
③
三
・
一
一
東
北
総
決
起
集

会
、
三
・
一
八
貨
物
総
行
動
・
青
年

部
、
婦
人
部
、
家
族
会
中
央
行
動
の

成
功
を
期
す
。
④
各
地
方
・
地
区
の

交
運
労
協
春
闘
総
決
起
集
会
参
加
体

制
の
確
立
。
⑤
三
月
七
日
の
Ｉ
Ｔ
Ｆ

世
界
安
全
行
動
デ
ー
に
主
要
駅
頭
宣

伝
体
制
の
確
立
を
図
る
。
⑥
「
憲
法

改
悪
」
に
反
対
す
る
諸
行
動
に
参
加

す
る
。
⑦
ス
ト
ラ
イ
キ
は
中
央
戦
術

委
員
会
の
議
論
で
最
終
判
断
を
行

う
。

三．

組
織
強
化
・
拡
大
の
闘
い
に

つ
い
て
。

①
三
月
・
四
月
に
昇
進
弁
護
団
・

地
方
代
表
者
・
関
係
支
部
代
表
者
合

同
会
議
を
行
う
。
②
職
場
の
「
人
間

関
係
」「
世
話
役
活
動
」
な
ど
の
指

導
・
強
化
を
図
る
。
青
対
部
オ
ル
グ

も
実
施
す
る
。
③
三
月
・
四
月
を
組

織
拡
大
月
間
と
す
る
。
④
六
月
に
第

八
回
組
織
拡
大
会
議
を
開
催
す
る
。

以
上
を
本
拡
大
委
員
会
の
当
面
す

る
重
要
課
題
の
集
約
と
す
る
。

特
に
本
年
は
、「
労
使
関
係
の
改

善
」、「
組
織
強
化
・
拡
大
」
に
向
け

た
重
要
な
第
一
歩
の
年
と
な
る
。

中
労
委
で
「
昇
進
差
別
事
件
」
の

和
解
に
向
け
て
調
査
日
程
が
確
定
す

る
と
い
う
状
況
下
で
の
当
面
す
る
課

題
は
①
本
年
四
月
か
ら
募
集
開
始
の

昇
進
試
験
受
験
に
対
す
る
国
労
の
取

り
組
み
で
あ
る
。
昇
進
試
験
に
対
す

る
組
合
員
の
声
も
様
々
あ
る
が
、
Ｊ

Ｒ
発
足
一
八
年
目
を
迎
え
、
現
実
に

「
昇
進
差
別
事
件
」
の
和
解
が
中
労

委
の
場
で
行
わ
れ
て
い
る
事
実
は

「
差
別
は
許
さ
な
い
」
と
し
て
「
昇

進
差
別
事
件
」
を
地
労
委
に
申
し
立

て
て
き
た
運
動
の
成
果
で
あ
り
、
更

に
運
動
の
前
進
を
め
ざ
す
た
め
に

「
差
別
を
許
さ
な
い
」「
解
決
を
図
る
」

と
の
意
思
を
多
く
の
国
労
組
合
員
が

昇
進
試
験
を
受
験
す
る
こ
と
で
示
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

具
体
的
課
題
は
②
機
関
・
受
験
者

が
試
験
合
格
に
む
け
ど
ん
な
取
り
組

み
を
行
う
の
か
で
あ
る
。
和
解
調
査

が
進
ん
で
い
る
か
ら
「
な
ん
と
か
な

る
」
で
は
な
く
、
各
級
機
関
は
各
対

応
支
社
に
①
受
験
者
全
員
に
参
考
資

料
を
配
布
さ
せ
る
②
受
験
者
に
公
平

に
講
習
会
を
開
き
、
誰
で
も
参
加
で

き
る
体
制
を
作
る
こ
と
等
を
各
支
社

に
要
請
す
る
。
ま
た
、
分
会
・
受
験

者
も
精
一
杯
の
努
力
（
仲
間
同
士
の

学
習
会
）
を
行
う
こ
と
な
ど
を
全
体

で
確
認
し
、
新
た
な
局
面
を
ふ
ま
え

つ
つ
全
組
合
員
の
総
決
起
を
訴
え
書

記
長
集
約
と
し
ま
す
。

争
や
不
団
結
要
素
を

取
り
除
く
職
場
の
取

り
組
み
が
重
要
に
な

っ
て
く
る
。

ア
ル
コ
ー
ル
検
知

器
に
よ
る
就
労
判
断

は
出
勤
時
の
確
認
が

自
然
。
検
知
器
導
入
実
施
後
も
「
施

策
の
検
証
」
の
取
り
組
み
を
。

千
葉
・
清
水
委
員

国
鉄
闘
争
は
国
労
だ
け
が
政
治
解

決
す
る
と
い
う
質
の
闘
い
で
は
な

い
。
国
労
が
き
ち
ん
と
裁
判
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
。

昇
進
・
配
属
和
解
は
相
手
の
手
の

内
に
乗
ら
な
い
よ
う
に
。
競
争
を
な

く
す
の
が
組
合
の
原
点
。

水
戸
・
細
谷
委
員

物
販
の
取
り
扱
い
統
一
し
て
い
く

の
な
ら
き
ち
ん
と
し
た
説
明
必
要
。

昇
進
和
解
だ
が
、
昨
年
五
三
名
中

三
名
合
格
。
差
別
は
横
行
し
て
い
る
。

実
効
性
の
伴
う
和
解
を
。

東
京
（
新
橋
支
部
）・
山
田
委
員

和
解
も
闘
い
の
一
形
態
。
全
組
合

員
の
受
験
調
査
の
取
り
組
み
評
価
で

き
る
。
ま
ず
受
験
し
、
不
合
格
な
ら

そ
の
理
由
を
確
認
す
る
こ
と
。
全
員

が
何
ら
か
の
形
で
取
り
組
む
運
動
を

始
め
る
こ
と
必
要
。

東
京
（
上
野
支
部
）・
鈴
木
委
員

組
織
拡
大
視
野
に
、
国
労
と
し
て

昇
進
試
験
を
積
極
的
に
受
験
し
組
織

強
化
拡
大
に
向
け
闘
う
。

盛
岡
・
佐
々
木
委
員

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
取
り
組
み
の

中
で
、
全
闘
争
団
員
が
同
じ
ラ
イ
ン

に
立
ち
共
闘
の
仲
間
と
再
度
交
流
出

来
る
よ
う
に
し
た
い
と
実
感
し
た
。

配
属
事
件
の
和
解
、
昇
進
差
別
事

件
和
解
作
業
進
展
の
中
で
二
名
が
国

労
加
入
。
流
れ
は
変
わ
っ
て
き
た
。

加
速
さ
せ
組
織
拡
大
を
。

千
葉
・
淺
野
委
員

「
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
二
一
」

で
人
減
ら
し
「
合
理
化
」。
効
率
化

と
長
時
間
労
働
の
下
で
、
仕
事
総
点

検
は
重
要
な
課
題
。
Ｎ
Ｆ
二
０
０
八

で
は
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
と
コ
ス
ト
削

減
今
ま
で
以
上
に
。
利
用
者
と
の
共

同
の
取
り
組
み
も
重
要
に
な
る
。

高
崎
・
尾
台
委
員

営
業
職
場
は
業
務
委
託
と
無
人
化

が
進
行
し
て
い
る
。
安
全
・
安
定
輸

送
と
組
合
も
会
社
も
言
っ
て
い
る

が
、
利
用
者
と
の
繋
が
り
を
断
ち
切

っ
て
い
く
よ
う
な
姿
勢
は
指
摘
し
、

交
渉
強
化
を
！

東
京
（
八
王
子
支
部
）・
武
田
委
員

昨
年
一
一
月
三
０
日
、
出
向
期
間

満
了
で
地
区
本
部
内
国
労
出
向
者
七

０
名
中
Ｊ
Ｒ
復
帰
者

一
八
名
。
本
人
希
望

の
職
場
に
戻
れ
た
の

は
わ
ず
か
二
〜
三
名

だ
っ
た
。
一
旦
、
出

向
に
出
さ
れ
て
再
び

Ｊ
Ｒ
に
復
帰
で
き
る

の
か
。
不
信
が
生
じ
て
い
る
。

仙
台
・
高
橋
委
員

毎
回
受
験
し
て
も
合
格
し
な
い
。

結
果
、
二
等
級
と
六
等
級
が
同
じ
責

任
を
与
え
ら
れ
て
い
る
状
況
だ
。
こ

れ
を
打
破
す
る
た
め
に
国
労
差
別
の

解
消
を
！

秋
田
・
神
谷
委
員

建
交
労
と
の
共
闘
は
修
復
の
追
求

を
地
方
か
ら
も
や
っ
て
い
く
事
必
要
。

併
せ
て
解
決
へ
の
政
治
的
枠
組
み
作

り
に
全
力
を
。
昇
進
差
別
事
件
和
解

へ
の
動
き
に
対
し
、
状
況
を
前
向
き

に
と
ら
え
受
験
実
態
調
査
成
功
と
昇

進
試
験
受
験
の
取
り
組
み
強
化
を
。

東
京
（
八
王
子
支
部
）・
水
越
委
員

昇
進
差
別
和
解
の
中
で
、
差
別
が

な
く
な
っ
て
も
会
社
施
策
に
よ
る
競
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